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卑弥呼の時代研究の最近の動向
一宮市 畑田寿一

３世紀の中国は、「魏」、「蜀」、「呉」の３つの国に分かれて覇を競っていた。この時代

を著した『三国志』は物語としても面白く、現在でも漫画やゲームなどの題材として親し

まれている。

『三国志』の内の魏の国と関係があった周辺の国として倭国があった。倭国は日本列島

に存在していて、３世紀前半には女王卑弥呼を統合の象徴として団結を図り、結果として

日本列島には平和が訪れていたと『三国志』の『魏志』倭人伝は伝えている。

「卑弥呼はどこに居たか。」は古代史における永遠の謎であり、現在も論争が続いてい

るが、大きく分けて近畿と九州に分かれる。近畿説は「邪馬台国」を「ヤマトコク」と読

み、「ヤマト＝奈良」とする説であり、九州説は当時の出土品の多さから九州の方が先進

地域とするものである。

従来、３世紀には弥生集落が衰退して前方後円墳が造られる時代と考えられてきた。そ

の結果、近畿の方が纏向遺跡を始め沢山の古墳が存在することから、近畿説が有力で、古

代史に興味のある方に尋ねると10人中９人が近畿説を唱える状況にあった。しかし最近、

吉野ヶ里遺跡から石棺が発見されるなど、３世紀にも弥生集落が存在したとする説が有力

になってきた。「卑弥呼の時代は、弥生集落の末期か、初期古墳時代か」が論点となるが、

今回の「東海の古代」はこの辺りを特集として取り上げることとした。

今までの卑弥呼近畿説では次の様なことが論じられてきた。

① ヤマトコクは国々の統合の象徴として巫女の「卑弥呼」を女王とした。

② 卑弥呼の役割は国々の紛争を解決することで、訴えがあると亀の甲羅を剥がして火に

焙り、そのひびの方向で訴えを判断した。このような方法では到底決着が付くと思えな

いが、判断には説得性があり、当事者しか知らないことを知っているなど神秘性に富む

ことから、「卑弥呼教？」に入会する国々が後を絶たず、遂には日本全国を統合するに

至った。

③ しかし、東の国「狗奴国」だけは従わなかった。狗奴国の西の外れは我々が住む尾張
く な こ く

と考えられている。当時の尾張の中心は名古屋で無く、北の清須市の朝日遺跡であった。

果たして我々は狗奴国の末裔なのか、本当にケンカばかりしていたのか。古代史の謎は

興味が尽きない。
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吉野ヶ里遺跡は卑弥呼の国か
名古屋市 田沢正晴

１．注目を集め始めた吉野ヶ里遺跡

佐賀県西部の吉野ヶ里遺跡で、昨年（2023年）４月に弥生時代後期の有力者の墓の可能

性がある石棺墓が見つかった。その場所には

小さな神社があったため、これまで発掘調査

はされていなかったが、神社が移転したこと

で発掘調査が可能となり、この石棺墓が見つ

かった。重い石蓋を外して内部を調べたとこ

ろ、残念ながら遺骨や埋葬品は出土しなかっ

た。しかし石蓋には×印の線刻が多数あり、

星図を描いたのではないかとの研究もある。

これまでの通説では、吉野ヶ里は紀元前後の弥生時代中期が最盛期であり、３世紀の卑

弥呼の時代にはすでに衰えていたとされていた。しかし、昨年発見された石棺が通常の２

ｍよりも大きい2.3ｍだったこと、石の配置が弥生終末期（卑弥呼の時代）の特徴と類似

することなどが判明し、卑弥呼の時代の有力者の墓である可能性が高まったと言われてい

る。

そもそも、この遺跡からは楼閣（物見やぐら）、宮室、邸閣（倉庫）、城柵に相当する遺

構が出土し、特に「邸閣」と想定される高床式倉庫群は『魏志』倭人伝の「収租賦有邸閣」

（租税を収め、高床の大倉庫がある）の記述に合致する。また、紀元前１世紀前半の製作

と見られる異体字銘帯鏡（前漢鏡）、銅剣や巴形銅器（鋳型）なども出土しているので、

古くから漢と交流、国内各地との交易があったと想定される。

これらのことから、吉野ヶ里遺跡は卑弥呼の治めた女王国の一つではないかとも考えら

れるが、吉野ヶ里を邪馬台国そのものとする説はほとんど見かけない。邪馬台国九州説で

は、邪馬台国を福岡平野や筑後平野とする説が有力で、吉野ヶ里遺跡のある佐賀平野が候

補に上がることは滅多にない。

２．纒向遺跡を邪馬台国とする畿内説

良く知られているように、邪馬台国の所在地については、畿内説と九州説がある。邪馬

台国畿内説をとる人は、異口同音に奈良県桜井市の纒向遺跡が邪馬台国だと述べている。

この纒向遺跡は、一言でいうと３世紀の日本で、恐らくここにしかない都市遺跡である。

2011年には大型建物跡の隣に別の大型建物跡の一部が見つかった。また、幅５ｍ、深さ１

ｍの直線的な２本の巨大水路など、都市計画がなされていた痕跡と考えられる遺構が随所

で確認されている。

纒向遺跡からは日本全国各地で作られたと見なされる土器などの遺物が出土している

が、中でも伊勢、東海系が多く、九州由来もしくは朝鮮由来の土器はほとんどない。すな

わち、この遺跡は朝鮮半島や大陸との交易は乏しかったと推定される。出土品を地域別に

見ると、伊勢・東海系が49％と相当数を占め、以下北陸・山陰系（17％）、河内系（10％）、

吉備系（７％%）と続いて九州はほとんど見当たらない。

纒向遺跡は当時の最先端の都市を思わせる遺跡であり、多くの地域と交流があったこと
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は明白だ。だからと言って、ヤマトが周辺地域を支配していたとは断定できない。例えば、

大規模弥生遺跡にはよく見られる環濠が纒向遺

跡にはない。さらに、この遺跡からは農耕の痕

跡、住居跡などがいまだ出土せず、生活感がな

い。これらのことから、水路や建物は物品の交

易に利用されており、都市といっても実態は市

場、交易都市であったと見るべきだろう。纏向

遺跡を邪馬台国に比定（推定）するよりもむし

ろ、北西４kmの唐古・鍵遺跡の方が可能性が高

い。唐古・鍵遺跡には『魏志』倭人伝が描く楼

閣が存在したことが、出土した土器から窺える。

３．卑弥呼の時代の国々

卑弥呼の時代には、吉野ヶ里遺跡や纒向遺跡のほかにはどのような遺跡があったのだろ

うか。下図は、弥生後期（１世紀～３世紀）の主な大規模集落の分布図である。

これらの大規模集落には、有力者が居住したと思われる建物や墓域がみられることから、

「クニ」が現れ始めたことが分かる。ある地方において多くの土地や財産や私兵を持ち一

定の地域的支配権を持つ一族のことを「豪族」というが、これらの集落、クニの中にはす

でに豪族が支配する地域もあったと見られる。

弥生後期後半になると、北部九州・山陽（吉備）・山陰（出雲）・丹波・北陸（越）・近

畿（ヤマト）・東海（尾張）などで地域的な政治連合が現れ始める。

従って、この中の一つが邪馬台国（女王国）である可能性はかなり高いと言える。



- 4 -

４．邪馬台国はどこか

繰り返しになるが、邪馬台国の所在地については、畿内のヤマトに求める説と、九州北

部に求める説とがある。畿内説を取れば、すでに３世紀前半には近畿から九州に及ぶ広域

の政治連合が成立していたことになり、のちに成立するヤマト政権につながることにもな

る。一方九州説を取れば、邪馬台国連合は九州北部を中心とする比較的小範囲のものとな

る。そのため、古代日本の成り立ちを考える上で、大変重要なテーマである。

卑弥呼の国を調べるのに、ここまでは遺跡の分析によって考察してきた。もう一つの研

究方法は古代史料を調べることである。邪馬台国を描いた唯一の文献史料とも言えるのは、

中国の正史『三国志』である。この『三国志』の中に、『魏志』倭人伝がある。「倭国伝」

としないで「倭人伝」としているのは、倭国の範囲が倭人の住む全域よりも相当狭いから

だろう。つまり、３世紀には「倭人」は広範囲に居住していたが、「倭国」は北部九州の

一部地域に過ぎない、と中国から見られていたのかも知れない。

畿内説、九州説のどちらの説が正しいかは、『魏志』倭人伝に「帯方郡から女王国（邪

馬台国）までの里数が萬二千里」と記されているのを見れば一目瞭然である。途中の末盧

国（唐津）までが一万里であるので、唐津から二千里のところを探すだけのことである。

二千里は、１里を76mとすると152kmなので、下図のとおり北部九州以外に考えられない。

このように単純なはずの邪馬台国所在地論争は、新井白石、本居宣長の江戸時代から、

政治的意図やナショナリズム、恩師への忖度、地元愛などが絡みあって、いまだに続いて

いる。

論理的、科学的に考えればそれほど難しいとは思えないのだが、権威ある学者、NHKや

大新聞などのマスメディアの多くは、どうしても「日本の中心・出発点はヤマトだから、

邪馬台国もヤマトであるべき」との思い込みが消えないようである。私も３世紀末の「日

本の中心はヤマトであった」ことを頭から否定はしないが、『魏志』倭人伝に記された邪

馬台国は、断じて畿内ではなく北部九州であると確信している。

邪馬台国研究は、古代への夢とロマンを感じさせてくれるだけでなく、日本の黎明期を

解き明かすための重要かつ有意義な研究である。先人の意見を参考にしつつも、それに追

従することなく自分自身のロジックで卑弥呼や邪馬台国を探し当ててみてはいかがだろ

う。
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卑弥呼と鏡
名古屋市 石田泉城

(私が想像する卑弥呼の声を聴いて貰いましょう。

himikov.mp3 卑弥呼の声について、どのように感じられた

でしょうか。若い声だと思われたことでしょう。）

この最初のタイトルには、その声にマッチした可愛らし

い卑弥呼、その首からぶら下げた赤い勾玉、卑弥呼に関連

する銅鏡、そして金印を描いてみました。

卑弥呼は、魏の皇帝から銅鏡100枚と「親魏倭王」と彫られた金印などの贈り物を貰い

ましたので、卑弥呼を特徴付けるものとして、銅鏡と金印はふさわしいと思います。

一般的には卑弥呼が共立されたとき、「年已長大、無夫壻」（歳、すでに長大で、夫も婿

もいない）と書かれていますので、通説では老婆のイメージとされますが、古代の婚姻は

10代半ば、早ければ女性は13歳で結婚しましたので、10代後半であれば、未婚者にしては、

既に年齢が高いという意味だと私は考えています。それで、10代後半を想像して卑弥呼を

描きました。

卑弥呼はどこの文献に書かれているかご存じでしょうか。

あらためて確認すれば、それは日本の古文書ではなく、中

国の史書『三国志』の魏書の中の東夷伝に書かれています。

東夷伝は、魏の都、洛陽から見て東にあたる国々です。そ

の東夷伝には、３世紀頃に倭人が住む30カ国の連合国の記

述があって、その倭人のことが書かれているところを、一般に『魏志』倭人伝と呼びます。

朝鮮半島南部にも倭の国の１つがありました。そして倭の30カ国によって共立された女王

が卑弥呼です。

卑弥呼のイメージについては、様々なイラストや絵があ

ります。なかでも、プロの画家が描いた卑弥呼のイメージ

は、次の２枚の絵が有名です。

左が、安田靫彦の『卑弥呼』で滋賀県立近代美術館所蔵
ゆきひこ

です。安田靫彦は、東京芸術大学名誉教授で歴史画の大家
ゆきひこ

です。日本の近代美術を発展させた日本画家で、卑弥呼の絵と言えば、この絵が最も有名

ではないでしょうか。

また、右は、栄永大治良の『女王卑弥呼』で大阪府立弥生文化博物館所蔵です。
だいじろう

栄永大治良は、主に具象絵画の画家で1990年代から古代の人物像を描いています。ただ、
だいじろう

弥生時代には、布に穴を開けて頭からすっぽり被る貫頭衣ではなく吉野ヶ里遺跡の甕棺墓

から絹織物に縫い目があることがわかりましたので、この栄永が描いた白い貫頭衣ではも

はやそぐわなくなっているように思います。また銅鐸が描いてありますが、銅鐸は卑弥呼

の祭器ではありません。

これらの絵に共通するのは、手に王 笏を持ち、青緑色の勾玉を首からぶら下げている
おうしやく まがたま

ことです。しかし、王 笏は、西洋の君主などが権威を示すために持つ杖であって、『三國
おうしやく

http://furutashigakutokai.g2.xrea.com/himikov.mp3
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志』にも記紀にも出現しません。ですから、倭王である卑弥呼と描くには違和感がありま

す。卑弥呼を特徴付けるのに王 笏はいかがなものでしょうか。
おうしやく

また、主に翡翠で作られ勾玉は青緑色が一般的です。ただ
ひすい まがたま

し、三種の神器の１つである勾玉は「八尺瓊勾玉」とありま
まがたま やさかにまがたま

す。西暦100年に成立した中国最古の漢字字書である

『説文解字』には「瓊」は「赤い玉」を意味するとあります
せつもんかいじ に

ので、せっかくなら赤い勾玉を身につけた絵の方がふさわし

いように思います。赤い勾玉は、翡翠ではなく瑪瑙製になるでしょう。
ひすい め の う

縄文時代以降の漆製品や棺室などにも赤色顔料（朱・ベンガラ）が多用されており、赤

色は、血や太陽の色で、復活・再生を意味します。

ちなみに「八尺」は大きいことを意味します。垂仁天皇紀では、この「八尺瓊勾玉」を
やさか やさかにまがたま

獣の腹から取り出したという記述も見られ、獣が飲み込む程度の大きさではないかとも考

えられます。

勾玉の形状については、胎児説や三日月説、牙玉説などが
まがたま きばだま

あります。玉が日本で作られるようになったのは、紀元前１

万３千年、旧石器時代末頃といわれており、中でも勾玉は、

中国大陸からは見つかっておらず、朝鮮半島では倭の文化の

影響で５世紀頃から見られますので、勾玉は、倭固有の玉で

す。この形も時代によって変わっていきます。古いほど丸っぽく、６世紀頃になるとずい

ぶん四角っぽくなります。

さて、本題の「卑弥呼の銅鏡」の話です。

銅鏡は、片面はつるつるに磨き上げて、鏡として使います。

もう片面には、いろいろな文様で装飾がなされています。主

に神獣が描かれます。

先にも話したように、『魏志』倭人伝には景初二年（238年）

12月、景初三年（239年）説もありますが、卑弥呼は、初めて難升米らの使者を魏に派遣

し、魏の皇帝から親魏倭王の金印と「銅鏡百枚」を貰ったと記されています。金印は見つ

かっておらず、また、どのような銅鏡なのかは書かれておらず分かりません。

とすると、注目されるのは、この「銅鏡百枚」がどのよう

な鏡であったのかです。

桜井市纒向学研究センターのホームページには三角縁神獣

鏡の説明が書かれています。これは、その一部です。ここに

あるように、通説では、この卑弥呼が貰った銅鏡は「三角縁

神獣鏡」とされます。百年ほど前にはすでに多くの三角縁神獣鏡が見つかっていたことと、

魏の「景初」や「正始」の年号をもつものが少しあるため魏の鏡であると考えられたから
けいしよ せいし

です。また、その直径が21～23ｃｍ程度のほぼ同じ大きさである点も留意されています。

三角縁神獣鏡を始め後漢時代（西暦25年～220年）の銅鏡は、鏡面が凸面になっているも

のが多く、太陽光を反射させるにはいいかもしれないと考えられたようです。
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愛知県犬山市東之宮古墳出土の三角縁神獣鏡（重要文化

財）は，たいへん遺存状態が良好な鏡で、そこに注目した

村上隆京都美術工芸大学教授は、この鏡を３Ｄスキャンす

ることでオリジナルの姿を再現しました。この再現された

鏡は、鏡面全体が微妙に凸状に膨らんでおり、反射像を大

きく拡大する効果をもたらし、鏡がもつ極端な肉厚差が、「魔鏡現象」を引き起こす大き

な要因であると実証されました。つまり、太陽の威光を借りて自らの権威を表象する道具

（威信財）の一つとしてこの鏡を作ったとされます。（「化学と教育」64巻５号、2016年）

ところが、弥生時代中期後半の遺跡から古墳時代の墳墓に

至るまでの期間には、4000面以上の銅鏡が発掘されており、

三角縁神獣鏡もすでに600面ほど出土し、卑弥呼の鏡100枚を

はるかに超えています。三角縁神獣鏡を魏の皇帝が卑弥呼の

ために作らせた鏡とすれば数が多すぎます。一方で中国大陸

や朝鮮半島の遺跡から一切出土していないので、卑弥呼の鏡

とは言いがたいとされます。（考古学者の森 浩一同志社大学名誉教授など）

さらに、三角縁神獣鏡は、およそ直径が一般的な中国鏡に比べて大きいので、魏の製作

ではなく日本製の可能性が高いともいわれ、三角縁神獣鏡に関する桜井市纒向学研究セン

ターの説明には無理があるようです。

なお、愛知県からも先の東之宮古墳を始めとして三角縁神獣鏡は出土しています。ただ

し、愛知県内で２番目と３番目に大きいとされる青塚古墳（墳長123ｍ）、白鳥塚古墳（墳

長115ｍ）ほか志段味大塚古墳（墳長51ｍ）のように大きな古墳でありながら三角縁神獣

鏡を出土しない古墳もあります。一方で、奈良県の黒塚古墳は33面、京都の椿井大塚山古

墳は32面の三角縁神獣鏡を出土するなど一つの古墳から大量に見つかる場合もあり、ヤマ

トから各地の豪族に三角縁神獣鏡が配布されたとする説とは矛盾しているようです。

これに対して、大阪府立弥生文化博物館は、卑弥呼の鏡

を画文帯神獣鏡と見ています。先に紹介した黒塚古墳から

は三角縁神獣鏡とは別に、被葬者の頭の位置に１枚だけ、

この画文帯神獣鏡が大切な鏡として副葬されていました。

画文帯神獣鏡は、中国大陸でも多数出土します。３世紀に

製作されたと思われますが、日本では５世紀後半の古墳から出土することがあり、近畿を

中心に約150面以上が出土しています。画文帯神獣鏡にも、魏の時代である景初三年や黄

初四年の紀年銘が入ったものがあります。

５世紀に造られたとされる熊本の江田船山古墳からも画文

帯神獣鏡が出土しています。三角縁神獣鏡の鏡の裏面の一番

外側は、断面が三角の形状になっていますが、画文帯神獣鏡

は扁平な形状です。

江田船山古墳からは、６枚の銅鏡が出土し、そのうち５枚

が画文帯神獣鏡であり、ヤマトから各地の豪族にこの鏡が配布されたとする説とは、やは

り矛盾しているようです。
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福岡の須玖岡本遺跡の王墓には、30面前後の前漢鏡が副葬

されていました。とりわけ注目されるのは、３面の草葉文鏡
そうようもんきよう

で、いずれも面径が20㎝を超える大型鏡です。このような大

型の草葉文鏡は中国でも出土例が少なく強大な権力を物語る

鏡です。この須玖岡本遺跡では、銅鏡だけでなく鏡を制作し

ていた証拠となる鋳型も出土しています。須玖岡本遺跡は、

弥生時代中期～後期の遺跡で、このとき既に倭人が自ら大きな鏡を作る技術があったこと

をこの遺跡は示しています。

最初の方で、三種の神器についてふれました。

ヨーロッパなどでは、王冠・王笏・宝珠の３点セットが王権

の象徴で、正統な王であることを示すことが多いそうです。

日本の三種の神器は、「八 咫 鏡」、「八尺瓊勾玉」、
やたのかがみ や さ か に ま が た ま

「天 叢 雲 剣」別名「草 薙 剣」です。
あめのむらくものつるぎ くさなぎのつるぎ

「八咫鏡」の「咫」(あた)は、親指と中指とを広げた長さなどとされます。私の指で
やたのかがみ

は17cmなので「八咫」は140cmほどになりますが、一般的には「八咫」は「大きい」を意

味します。ですから、三種の神器の鏡は、大きな鏡を指すと思います。

八咫鏡は、伊勢神宮にある御神体となっており、皇居には、その御神体を象って作った

という形代・分身、つまりレプリカがあります。いずれも一般公開はされていません。

実は、日本で発見された弥生時代の銅鏡でいちばん大きな

鏡は、福岡県の平原遺跡の弥生墳丘墓から出土しています。

この遺跡を調査した考古学者の原田大六は、出土した直径

46cmほどの大きな内向花文鏡を「内行花文八葉鏡」と名付け、

八咫鏡と同型の鏡であるという説を唱えています。確かに「八咫」は140cmほどで、この

「内行花文八葉鏡」の直径46cmの円周は、140cmほどとなりますので、原田大六の主張は、

妥当と思われます。平原遺跡の内向花文鏡は３枚（５枚説もある）ありましたが、どれも

細かく割られていたのは不思議です。この鏡は国宝となっています。

「卑弥呼の銅鏡」については、100年も議論が続いていま

すが決着は付いていません。

同じ種類の鏡でなく何種類かの鏡が混じっていたと発想を

変えてはどうかと思います。つまり、卑弥呼が魏の皇帝から

貰った百枚の銅鏡は、漢の時代（紀元前202年～紀元220年）

につくられた直径10cm前後の小さな漢鏡ではないかと思うのです。特に前漢鏡は平面鏡で

顔を写す実用性がある化粧鏡であり、これは北部九州で多く出土しています。

前漢鏡が卑弥呼の鏡だとすれば、倭の連合国の中心は北

部九州にあったと言うことになります。

あなたはどのように考えますか？
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天照大神の起源を探る
東海市 大島秀雄

１．はじめに

本稿は現在の皇祖神である天照大神の名前の謎に迫るべくその起源を探ったものであ

り、一案としてまとめました。

２．日神とは何か

『日本書紀』の神代上には、「既而伊弉諾尊・伊弉冉尊、共議曰「吾已生大八洲國及山

川草木。何不生天下之主者歟。」於是、共生日神、號大日孁貴。大日孁貴、此云於保比

屢咩能武智、孁音力丁反。一書云天照大神、一書云天照大日孁尊。」とありますので、日

神は大日孁貴と号し、一書では天照大神や天照大日孁尊のことだとしています。
おおひるめのむち

従って、８世紀に入ってからの書紀編纂時点で日神としては３つの呼称が「旧辞」など

で知られており、その時の有力な祭神名が大日孁貴だったので本文に記述したとの理解が

可能ではないでしょうか。

「日孁」は「ヒのメ」であり、「孁」は『説文解字』に「孁は、貴い女の字なり」とあ

ることからこの文字が用いられ、太陽の女神とするのが今日の通説のようです。

３．日神の出現時期

皇女を日神に仕えさせた記事は書紀の用明即位前期と用明元年にそれぞれあります。

また、敏達６年（577年）には日祀部をおいた記事があるので、日祀部により日神が祀

られていたものと解釈できます。

大化前代の祭祀関係の職業部には、中臣部、忌部、卜部、祝部、日祀部があったとされ

ますので、各部の分担の詳細は不明であるものの、６世紀には日祀部による日神の祭祀が

行われていたのでしょう。

４．天照大日孁尊の出現時期

天照大神の大神は敬称で、記紀に散見される高木大神や伊勢大神などと同様に後代に考

えられた呼称と思われ、天照大日孁尊は『万葉集』巻２－167の柿本人麻呂の挽歌に「天

照 日女之命 天乎婆 所知食登」とあり、天照日女之命は天照大日孁尊の系統の神話
あまてらすひるめのみこと

から出てきた呼称と思われ、書紀の６世紀以降における命の初見は皇極２年（643年）に

「吉備嶋皇祖母命が薨去された。」とある記事だと思いますので、天照大日孁尊の呼称は

天照日女之命と同じように皇極期の頃には既に出現していた呼称ではないかと考えます。

５．天照（アマテル）の出現時期

書紀には尾張氏の祖である天照国照彦火明命の神名がみえることから、天照は当初、
あまてるくにてるひこほあかりのみこと

アマテルと呼ばれていた可能性もあることから、アマテルについて検討します。

（１）対馬の阿麻氐留（あまてる）神社

対馬市美津島町小船越に鎮座する阿麻氐留神社については対馬観光物産協会発行の『対

馬神社ガイドブック』によれば次のように解説されています。

古代航路の拠点に鎮座する古社です。 祭神のアメノヒノミタマ(天日神)は日神(太
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陽神)で、厳原町豆酘に鎮座する至高神タカミムスビの５世の孫とされています。
日本書紀によると、５世紀、遣任那使・阿閉臣事代（あべのおみことしろ）が神託

を受け、対馬のアマテル・タカミムスビを磐余(奈良県)に、壱岐のツキヨミ(月神)を
京都に遷座させています。対馬・壱岐の祭祀集団を中央に移動させる政治的意図があ
ったのかもしれません。
中国には、太陽はもともと１０個あり、旱魃が起きるため英雄が９つを射落とした

という神話がありますが、阿麻氐留神社にも弓で的を射る神事が伝えられており、そ
の関連が指摘されています。

さて、阿麻氐留神社設立の理由については、1672年（寛文12年）の大船越の堀切水路が

完成するまでは対馬の上島と下島はかろうじて繋がっており、陸地のもっとも細いところ

で幅約160メートルの小船越を人々はその地峡を越えて船を運び、あるいは船を乗り換え

て往来したそうで、交通の要所を明るく照らす日の神を祀るという目的があったとの説が

あります。

対馬市美津島町鴨居瀬には名神大社であった住吉神社があり、住吉三神を祀る住吉神社

は大阪・下関・博多・壱岐とこの対馬に鎮座していることから、朝鮮半島へと繋がる大陸

航路を守護すべく配置されていたのは確かでしょうから、このルート上に阿麻氐留神社が

あることは興味深いものがあります。

（２）顕宗朝の記事との関連

上記（１）項の書紀の記事とは、顕宗３年４月５日に任那に遣わされた使者の阿閉臣事

代に対馬の日神（阿麻氐留神社か）が託宣して日神の祖である高皇産霊神に倭の磐余の田

を奉れと命じたので対馬の下県直に祠をまつらせたというものです。

対馬には高御魂（たかみむすび）神社があり、その祭神が高皇産霊尊となっていること

から考えて、阿麻氐留神社の元々の祭神がアマテル神であることは容易に想像されますの

で、書紀の天孫降臨神話などの場面に登場する高皇産霊尊や天照大神の原形は対馬の産土

神にあり、それを基に記紀の神話が作られた可能性が考えられます。

つまり、ヤマト王権が各地を従える過程で神話体系に取り込んでいった各地方の土着の

神を国津神と称する訳ですが、天津神の神名の一部は国津神の神名をヒントにして決まっ

たと思われます。

また、『国造本紀』によれば津嶋県主は「橿原朝、高魂尊五世孫建弥己々命、改為レ直」

と記されていますので、対馬のタカミムスビ神、アマテル神は津嶋県主の祭神だったので

しょう。

なお、『延喜式神名帳』にみえる大和国十市郡に鎮座の式内大社・目原坐高御魂神社が

上記の磐余の神社とみられており、橿原市太田市町北垣内225に鎮座する天満神社（祭神

：高御魂神、神産日神、菅原道真）に比定されます。

（３）顕宗朝の記事の該当年代

欽明13年（552年）に中臣鎌子が物部尾輿とともに「我が帝の天下の王としておいでに

なるのは常に天地社稷の百八十神を春夏秋冬にお祀りされることが仕事である」と奏上し

たとの記事や、敏達４年（575年）に卜者に命じて海部王や糸井王の家地を占わせたとの
う ら べ

記事があり、対馬は伊勢・壱岐とともに中臣氏が統轄する卜部を輩出した国であることか

ら、顕宗朝の記事はこの天皇の実在が疑わしいこともあり6世紀の出来事ではないかと思

われ、６世紀中頃には既に対馬のアマテル神やタカミムスビ神の名は中央で知られていた

ものと思われます。
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さて、対馬のタカミムスビ神―アマテル神の上下関係が書紀のタカミムスビ神―アマテ

ラス神の上下関係と同じなのは注目すべきことではないでしょうか。

６．中国『宋史』日本国伝の天照大神尊

『宋史』日本国伝によれば、日本の僧・奝 然が984年に宋に献上した日本国王の年代記
ちようねん

には、

「初代・天御中主―天村雲尊―天八重雲尊―天弥聞尊―天忍勝尊―瞻波尊―万魂尊―

利利魂尊―国狭槌尊―角龔魂尊―汲津丹尊―面垂見尊―国常立尊―天鑑尊―天万尊―

沫名杵尊―伊弉諾尊―素戔烏尊―天照大神尊―正哉吾勝速日天押穂耳尊―天彦尊―

炎尊―彦瀲尊」

とあり、続けて

「およそ二十三代、みな筑紫の日向宮に都を置いていた。彦瀲の四番目の子は神武天皇

と称し、筑紫宮から遷って大和州橿原宮に住んだ。」

とあり、天照大神尊が登場しますが、書紀・神代下の本文で皇祖とされる高皇産霊尊が欠

落しています。

また、『宋史』と似たような記述として中国『新唐書』日本伝には、

「国王の姓は阿毎氏、彼がみずから言うには、初代の国王は天御中主と号し、彦瀲に至る

まですべて三十二代、いずれも「尊」と呼ばれ、筑紫城に住んでいた。彦瀲の子の神武が

立ち、あらためて「天皇」と呼ぶようになり、都を大和州に遷した。」

とあります。

『新唐書』の段階で天照大神尊を含む系譜を中国側に提示していたか定かではありませ

んが、『新唐書』の書き方からして既に日本側が『宋史』にあるような年代記を確定して

いた可能性は十分にあると考えます。

この『新唐書』の内容は、『日本書紀』白雉５年（654年）２月条に高向史玄理らが唐に

派遣された時に唐側から日本国の地理や国の初めの神名などを聞かれ、その問いに対して

全て答えたと記されていることに対応したものです。

７．神話の編纂年代

卜部を統轄した中臣氏の場合、神話の中に祖神として武甕槌が設定され、天児屋命と
たけみかずち

並んで中央神化し、高天原系の神に位置付けられたのは中臣氏が宮廷祭祀官としての地位

を確立した後のことと考えられ、それは6世紀後半より7世紀前半のことであろうと思われ

ます。

６項の『日本書紀』白雉５年（654年）２月条の内容からみて、書紀神話の基本は、推

古28年（620年）条に天皇記及び国記を記録したとあるので、この時には完成し、その中

に天照大神の呼称も含まれていたのではないでしょうか。

８．おわりに

天照大神は人格神というよりは自然神のような名前であり、天照大日孁尊の方が皇祖神

に相応しい名前のようにも思えます。

804年8月に伊勢神宮から太政官に提出した『皇太神宮儀式帳』には、天照坐太神や

天照座皇太神の名がみえることからも、天照は元から普通名詞の扱いだった可能性が考

えられます。
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『神社の古代史』岡田精司著、筑摩学芸文庫によれば、オオヒルメムチが本当の守護神

の名前だが、公式記録以外には一切言ってはならないタブーになっていたので、アマテラ

スが通称として使われたとしており、従うべき意見かもしれません。

加えて、古代において斎宮や伊勢神宮の祝詞でどのような祭神が読まれていたのかは

知る由もありませんが、書紀において皇祖を高皇産霊尊（『古事記』では高御産巣日神）

とし、中国には日本の初代の王を天御中主と報告していることから、本来の皇祖神や守護

神の関係も時代と共に変化していったものと思われます。

人はなぜ真理を追究するのか？
刈谷市 酒井 誠

私は現在東海古代研究会に参加して、古代の真の姿を自分の力で明らかにしようと取り
組んできている。それはたまたま私の好奇心が、古代史にあることで取り組んでいるのだ
が、自分が真理を求める気持ちは、たとえどの分野に変わろうとも同じように追求するこ
とであろう。特に古代史は、古いがゆえによくわからないことが多く、真実を明らかにす
る証拠も少なく簡単には解明できないから、かえってそこが面白いのである。
そうした私の取り組みは、他の分野でも変わることがなく、真理を求めようとするので

ある。なぜそこまでするのか自分でも不思議である。私が求めるのは心理であって知識で
はない。確かにある程度の知識の積み上げや経験があってこそ、真理を追究するすべを見
出すことができる。やがてその発見した真理は膨らんで、自分の生き方にも反映して、自
分を成長させることにつながる。すべての人は未熟で完成された人間などいない。そして
私のように高齢になるとますます頑固になり、自分をより良い方向に変容される勇気を失
う。しかし、ここで学んでいる姿勢と方向は、自分が好き好んでやりたい方法で進められ
る。人から指図を受けることなく、まったくの自由意思で学べる。それだからこそ、いつ
までも続けられるし、自分の決断で自らを変容できるのである。この自由な雰囲気を大切
にしたい。おかげで、自分の心の中より湧き出る気持ちがあるからこそ、そこで発見した
真理は、たとえ独りよがりと言われるようなものであっても尊いのである。やがてさらに
発展して、自らが生きるエネルギーとして変換され、場合によっては自分の古い思考を改
めて、新しい生き方と形を変えて止揚する。これが学ぶことの喜びであり学習の中身を超
越して密かな人生の喜びになる。そうした機会を作ってくれた東海古代研究会に感謝する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 総会 令和６年７月14日に総会を開催し

令和５年度年度事業報告・収支決算及び令

和６年度事業計画・収支予算について、い

ずれも原案どおり可決しました。

■ 前回の例会の話題

・奴国は三瀦（みずま）だった
名古屋市 田沢正晴

・列島内の渡来人の分布の研究
- 積石塚古墳の研究を通して -

刈谷市 酒井 誠
・渡来人と帰化人 名古屋市 石田泉城

■ サマーセミナー

１ 日時 令和６年７月１５日(月)13時10分～
２ 場所 名古屋市立あずま中学校２F３A教室
（東区筒井一丁目1番1号、東海高校の西側）

■ 例会の予定
１ 日時 令和６年７月１４日(日)13時半～
２ 場所 名古屋市市政資料館（参加料500円）
■ 来月以降の例会
土曜、日曜が交互です。
H６ 8/10（土）、9/15（日）、
10/12（土）、11/17（日）

■ 投稿締切り日 ７月２６日(金)


